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1.  平成22年2月期第2四半期の連結業績（平成21年2月21日～平成21年8月20日） 

（注）営業収益は、連結損益計算書の「売上高」と「営業収入」を合計して記載しております。 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年2月期第2四半期 570,078 ― 9,353 ― 8,296 ― △2,637 ―

21年2月期第2四半期 591,612 △1.5 22,125 17.3 21,275 19.2 4,498 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年2月期第2四半期 △13.35 ―

21年2月期第2四半期 23.84 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年2月期第2四半期 978,309 341,913 24.6 1,220.40
21年2月期 960,602 344,870 25.5 1,235.91

（参考） 自己資本   22年2月期第2四半期  241,097百万円 21年2月期  244,479百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年2月期 ― 9.00 ― 9.00 18.00

22年2月期 ― 9.00

22年2月期 
（予想）

― 9.00 18.00

3.  平成22年2月期の連結業績予想（平成21年2月21日～平成22年2月20日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,150,000 △3.4 21,900 △45.5 19,200 △50.7 △1,000 ― △5.06
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 上記の業績予想につきましては、現時点で入手された情報に基づき判断した予想であります。従いまして、実際の業績は様々な要因により、これらの業
績とは異なることがありますことをご承知おきください。また、上記の業績予想に関する事項につきましては、４ページ【定性的情報・財務諸表等】３．連結業
績予想に関する定性的情報をご覧ください。 
 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準
適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年2月期第2四半期 198,565,821株 21年2月期  198,565,821株

② 期末自己株式数 22年2月期第2四半期  1,010,429株 21年2月期  752,690株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年2月期第2四半期 197,581,605株 21年2月期第2四半期 188,677,979株
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当第２四半期連結累計期間（平成21年2月21日～平成21年8月20日）におけるわが国経済は、景気の悪化
に底打ちの兆しがみられるものの、企業業績の低下や雇用環境の悪化などが続き、先行き不透明な状況で
推移しました。 
 このような経済状況のもとで、当社グループはグループ各社が連携と協調を図りつつ、経営資源の効率
的な活用と収益性の確保に努めました。また、新生活創造小売業を標榜し、グループシナジーの追及によ
り商品の企画・提案力、販売戦略の強化と高効率化等を推進しました。しかしながら、厳しい経済情勢に
よる不安感を背景に、生活者の節約志向、生活防衛意識の一層の高まりなどから個人消費が低迷し、引き
続き厳しい状況が続きました。 
 その結果、当第２四半期のグループ連結業績は、営業収益５，７００億７８百万円（前年同期比３.
６％減）、営業利益９３億５３百万円（前年同期比５７.７％減）、経常利益８２億９６百万円（前年同
期比６１.０％減）となりました。また、四半期純損益は特別損失として減損損失４４億７４百万円及び
たな卸資産評価損４０億７２百万円等を計上したことにより、四半期純損失２６億３７百万円（前年同期
は四半期純利益４４億９８百万円）となりました。 
  
（セグメント別の業績の動向） 

＜総合小売業＞ 
 総合小売業は営業収益４，１３４億８６百万円（前年同期比０．９％減）、営業損失９億３４百万円
（前年同期は営業利益６５億９０百万円）となりました。 
 ユニー㈱においては、期首にユニー営業本部（旧ユニー店舗）とユーストア営業本部（旧ユーストア店
舗）を統合し、新たに「ピアゴ営業本部」を発足させました。大型店中心のアピタ店舗はより豊かで楽し
い生活提案をより多く取り入れた「生活向上店」を、中小型店中心のピアゴ店舗は地域密着型の「生活便
利店」を目指します。 
 営業企画としては、衣料品及び寝具インテリア用品の下取りセールを４、５月に開催し、計４５０万点
もの回収と大変好評を頂きました。８月には環境団体への寄付金付き「エコとくお買物券」プレゼントを
実施するなど、エコ・ファースト企業として環境への取り組みを積極的に展開しました。 
 また、ユニー㈱、イズミヤ㈱、㈱フジの三社協業により、スケールメリットの創出による商品原価低減
と競争力のある価格設定の実現を目的として、共通プライベート商品「ＳｔｙｌｅＯＮＥ」（８月２１日
より販売開始）を新たに立ち上げることを決定しました。 
 その結果、消費環境が厳しいなか、既設店の客数前年比は９９．４％と微減にとどまりましたが、景気
の低迷に加え天候不順も重なったほか、競合他社との競争もさらに激化し、客単価前年比が９４．０％と
苦戦したこと等により、既設店売上高が前年同期比６.１％減、商品部門別では衣料が１３．５％減、住
居関連が６．９％減、食品が４．０％減と大変厳しい結果となりました。 
 当セグメントの営業費用は経費削減に取り組んだことにより当初予想を下回りましたが、退職給付引当
金繰入額、新店費用の増加などにより、４，１４４億２０百万円（前年同期比０．９％増）となりまし
た。 
 また、当四半期末の店舗数はモール型店舗を２店舗開店し２３５店舗となりました。 
  
＜コンビニエンスストア＞ 

 コンビニエンスストアは営業収益９９３億３６百万円（前年同期比６.９％減）、営業利益８５億５５
百万円（前年同期比３３．０％減）となりました。 
 ㈱サークルＫサンクスにおいては、看板ブランドのさらなる育成、カウンターフーズ商品の強化等を図
りました。３月にはユニーグループ共同開発の価格訴求型ＰＢ（自主企画）商品「+ＫＡＣＨＩＡＬ（カ
チアル）」の立ち上げとともに、低価格ＰＢ商品「ｅ－ｐｒｉｃｅ」の導入も拡大しました。また、お客
様の低価格志向への対応として、弁当のお買得価格でのご提供や、地域商品強化策として地産地消企画
「ＭＯＴプロジェクト」の展開地域を拡大しました。 
 しかしながら、７～８月における長梅雨や冷夏などの天候要因により夏物商材が不振であったほか、消
費低迷を背景としての消費者の「低価格志向」が拡大し、主力商品のファーストフードの売上が大幅に減
少したこと等により、既設店売上高（単体）は前年同期比３.３％減となりました。 
 当セグメントの営業費用は減価償却費の増加などにより販売費及び一般管理費は増加しましたが、売上
総利益率が改善したことにより９０７億８０百万円（前年同期比３．３％減）となりました。 
 また、店舗数は「ベンチャー社員制度」や「複数店舗経営優遇制度」などが効果的に機能したことによ
り、当第２四半期における連結ベースでの出店数は１５５店舗となり、当四半期末店舗数は前期末比２２
店舗純増の５，２８５店舗となりました。なお、非連結のエリアフランチャイザーを含む合計店舗数は
６，２６３店舗となりました。 
  
＜専門店＞ 

 専門店の営業収益は４６２億９９百万円（前年同期比１８．５％減）、営業利益４１百万円（前年同期
比４７．６％減）となりました。 

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報
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 ㈱パレモにおいては、「新たな成長の起点の年」と位置づけ、商品力、営業力及び人材力の強化、ロ
ーコスト経営の更なる徹底、不振店舗のスクラップによる新陳代謝等により、企業基盤の再構築を行いま
した。しかしながら、お客様の生活防衛意識の高まりによる価格競争の高まり、外資系専門店等のファス
トファッションの台頭による競争激化等により、既設店売上高が前年同期比１１．６％の減少となり、営
業収益は１５５億６５百万円（前年同期比７．２％減）と非常に厳しい結果となりました。営業費用は収
益基盤の再構築を目標に営業費用全般における削減の取り組みが功を奏し、営業利益は３億１３百万円
（前年同期比２．２％減）となりました。当四半期末店舗数は８店舗を出店、２７店舗を退店し５９８店
舗となりました。また、中国の海外子会社である巴麓梦（上海）服飾貿易有限公司を平成２１年６月１６
日に出資持分の全額譲渡による企業売却を行い、中国から撤退しました。 
 ㈱鈴丹においては、平成２３年２月期を最終年度とする「中期経営計画（CS10）」の達成に向けグルー
プ全体で取り組みましたが、長期化する消費不振に加え、天候不順も重なり既設店売上高が前年同期比１
４．６％の減少となり、営業収益は８５億２５百万円（前年同期比１４．３％減）と非常に厳しい結果と
なりました。また、営業費用の削減に努め利益確保を目指しましたが、売上高の減少、価格競争激化によ
る値下値引の増加等による売上総利益の減少により、営業損失３７百万円（前年同期は営業利益２億２百
万円）となりました。当四半期末店舗数は７店舗を出店、１０店舗を退店し２９５店舗となりました。 
 ㈱さが美においては、再建計画２年目に当たり「成長に向けて基盤作りの年」と位置づけ、赤字店の閉
鎖、事業の撤退を進める一方で、顧客の維持、客数増を最重点課題として全店で「きものお手入れ企画」
の実施や帽子専門店ジャズボットを基幹店の位置づけで渋谷にオープンするなどの積極的な施策を実施し
ました。しかしながら、きもの市場の縮小傾向が続き、再建計画に沿った店舗閉鎖等により、営業収益は
１８０億１４百万円（前年同期比２７．２％減）となりました。しかし、前年から実施している一連の構
造改革とコスト削減によって、売上総利益率の上昇及び販売費及び一般管理費の削減が進み、営業利益は
７４百万円（前年同期は営業損失３８百万円）となりました。当四半期末店舗数は６店舗を出店、２６店
舗を退店し３８０店舗となりました。 
  
＜金融＞ 

 金融の営業収益は１２１億１５百万円（前年同期比２．０％減）、営業利益１３億９６百万円（前年同
期比３０．９％減）となりました。 
 ㈱ＵＣＳにおいては、大型家電店等での取扱高の増加等により総合あっせん収益は増加しましたが、総
量規制を見据えた与信基準の厳格化や、キャッシング市場の縮小による取扱高の減少により融資収益が減
少し、営業収益９２億８６百万円（前年同期比４．２％減）となりました。 
 ㈱ゼロネットワークスにおいては、ＡＴＭ運用業務の受託事業が順調に推移し、営業収益２８億３０百
万円（前年同期比６．２％増）となりました。ＡＴＭ設置台数は３，６９９台となりました。 
 当セグメントの営業費用は貸倒関連費用の増加などにより、１０７億１９百万円（前年同期比３．６％
増）となりました。 
  
なお、文中の前年同期比は参考として記載しております。 
  

財政状態の変動状況 
 当第２四半期末における総資産は９，７８３億９百万円となり、前連結会計年度末に比べて１７７億７
百万円増加しました。これは主に、新店増加による有形固定資産の増加によるものです。 
 また有利子負債は、前連結会計年度末に比べて１２９億４６百万円増加し、３,４４０億９０百万円に
なりました。 
 純資産の第２四半期末残高は３,４１９億１３百万円となり、この結果、自己資本比率は２４．６％、
１株当たり純資産は１,２２０円４０銭となりました。 
  

当社グループを取り巻く環境は、景気の悪化に底打ちの兆しがみられるものの、雇用情勢や賃金環境の
悪化により個人消費の低迷が長期化するリスクも見受けられ、一段と厳しさを増すものと予想されます。
このような状況を踏まえ、平成２１年４月９日に公表しました平成２２年２月期の業績予想を修正してお
ります。 
 詳細につきましては、平成２１年９月２４日に公表しております「業績予想の修正に関するお知らせ」
をご参照ください。 
  

2. 連結財政状態に関する定性的情報

3. 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 
  

・簡便な会計処理 
①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

一部の国内連結子会社において、当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率が前連結会計年度
末に算定したものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使
用して貸倒見積高を算定しております。 

②固定資産の減価償却費の算定方法 
一部の国内連結子会社を除き、定率法を採用している資産について、当連結会計年度に係る減

価償却額を期間按分して算定しております。 
③法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法  

法人税等の納税額の算定に関して、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定す
る方法で算定しております。繰延税金資産の回収可能性判断に関しては、前連結会計年度以降に
経営環境等、かつ一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計
年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法で算定してお
り、前連結会計年度末以降に経営環境等、または一時差異等の発生状況に著しい変化が認められ
た場合には、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングに当該
著しい変化の影響を加味したものを利用する方法で算定しております。 
  

・四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 
該当事項はありません。 

  

①四半期財務諸表に関する会計基準の適用 
当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財

務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、
「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

②棚卸資産の評価方法 
通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、一部の商品を除き売価還元法による原

価法、呉服等については個別法による低価法及び主な生鮮食料品については最終仕入原価法による
原価法を採用しておりましたが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基
準」（企業会計基準第９号 平成１８年７月５日公表分）が適用されたことに伴い、一部の商品を
除き売価還元法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）、呉服等については個別法
による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）及び主な生鮮食料品については最終仕入原
価法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）に変更しております。 
 なお、この変更に伴い、従来と同一の会計処理によった場合に比べ、当第２四半期連結累計期間
における売上総利益、営業総利益、営業利益及び経常利益が３２１百万円、税金等調整前四半期純
損益が４,３９３百万円減少しております。 
 また、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。 

③連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱いの適用 
当連結会計年度より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」

（実務対応報告第１８号 平成１８年５月１７日）を適用し、連結上必要な修正を行っておりま
す。 
 なお、この変更に伴い、当連結会計年度期首の利益剰余金が９百万円増加しております。 

④リース取引に関する会計基準の適用 
所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計

処理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第１３号 平成１９
年３月３０日改正)及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第１
６号 平成１９年３月３０日改正)が平成２０年４月１日以降開始する連結会計年度に係る四半期
連結財務諸表から適用できることになったことに伴い、第１四半期連結会計期間よりこれらの会計
基準等を早期適用しております。 
（借手側） 
 所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計
処理によっておりましたが、第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を早期適用し、通常
の売買取引に係る方法に準じた会計処理を採用しております。 
 なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引について
は、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。 
（貸手側） 

4. その他
(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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 所有権移転外ファイナンス・リースに係る収益の計上基準については、リース料受取時に利息
相当額と元本回収額とに区分し、利息相当額は損益として処理し、元本回収額はリース投資資産の
元本回収額として処理する方法によっております。 
 なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引について
は、会計基準適用初年度の前連結会計年度末における固定資産の適正な帳簿価額（減価償却累計額
控除後）をリース投資資産の期首の価額として計上しており、会計基準適用後の残存期間において
は、利息相当額の総額をリース期間中の各期に定額で配分しております。 
 この変更に伴い、従来と同一の会計処理によった場合に比べ、その他の流動資産（リース投資資
産）が３４２百万円、リース資産が７,９５７百万円、その他の流動負債（リース債務）が１,０９
１百万円、リース債務が４,８９４百万円それぞれ増加しておりますが、当第２四半期連結累計期
間の損益及びセグメント情報に与える影響額は軽微であります。 

⑤物流費に係る受託収入について 
従来、取引先から収受する物流費のうち自社物流拠点を利用するものについては、営業収入の

「手数料収入」としておりましたが、第１四半期連結会計期間より物流体制の見直しによる物流拠
点の集約化を契機として、より明瞭な表示に資するため、取引先から収受する物流費のすべてにつ
いて、物流に係る費用（販売費及び一般管理費）から相殺することに変更しております。 
 なお、この変更に伴い、従来と同一の会計処理によった場合に比べ、当第２四半期連結累計期間
における営業収益及び販売費及び一般管理費が、それぞれ７６２百万円減少しておりますが、営業
利益、経常利益及及び税金等調整前四半期純損益に与える影響はありません。 
 また、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。 
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年８月20日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年２月20日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 82,587 84,818

受取手形及び売掛金 61,391 53,501

有価証券 23,186 17,190

商品 49,102 56,969

短期貸付金 42,879 46,245

繰延税金資産 8,054 4,862

その他 43,638 40,651

貸倒引当金 △5,681 △5,338

流動資産合計 305,159 298,903

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 220,257 210,073

工具、器具及び備品（純額） 11,546 11,895

土地 189,814 182,350

リース資産（純額） 7,957 －

建設仮勘定 4,115 13,233

その他（純額） 4,114 4,245

有形固定資産合計 437,805 421,798

無形固定資産   

のれん 14,543 14,770

その他 25,713 25,220

無形固定資産合計 40,256 39,991

投資その他の資産   

投資有価証券 20,217 18,846

長期貸付金 1,394 1,507

繰延税金資産 18,470 19,143

差入保証金 136,493 141,269

その他 21,079 21,937

貸倒引当金 △2,568 △2,795

投資その他の資産合計 195,087 199,909

固定資産合計 673,150 661,699

資産合計 978,309 960,602
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(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年８月20日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年２月20日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 101,127 94,858

短期借入金 19,183 19,128

1年内償還予定の社債 10,000 －

1年内返済予定の長期借入金 18,235 23,289

コマーシャル・ペーパー 61,500 57,000

未払金 37,435 39,763

未払法人税等 5,020 6,986

繰延税金負債 － 121

役員賞与引当金 62 132

賞与引当金 3,699 4,005

ポイント引当金 1,367 818

事業構造改善引当金 828 1,135

その他 70,129 61,996

流動負債合計 328,588 309,235

固定負債   

社債 5,000 15,000

長期借入金 224,187 216,727

リース債務 4,894 －

繰延税金負債 525 517

再評価に係る繰延税金負債 85 85

退職給付引当金 2,764 2,935

利息返還損失引当金 2,771 2,527

負ののれん 3,199 3,005

長期預り保証金 58,013 58,843

その他 6,366 6,855

固定負債合計 307,807 306,496

負債合計 636,396 615,731

純資産の部   

株主資本   

資本金 10,129 10,129

資本剰余金 58,824 58,826

利益剰余金 172,400 176,810

自己株式 △1,201 △1,160

株主資本合計 240,153 244,605

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 2,391 1,379

繰延ヘッジ損益 △9 △25

土地再評価差額金 △518 △518

為替換算調整勘定 △919 △962

評価・換算差額等合計 943 △125

少数株主持分 100,816 100,390

純資産合計 341,913 344,870

負債純資産合計 978,309 960,602

ユニー㈱（8270）　平成22年2月期　第2四半期決算短信

－8－



(2)【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年２月21日 
 至 平成21年８月20日) 

売上高 485,621

売上原価 359,453

売上総利益 126,168

営業収入  

不動産収入 20,022

手数料収入 64,434

営業収入合計 84,456

営業総利益 210,624

販売費及び一般管理費  

貸倒引当金繰入額 1,634

給料及び手当 55,028

賞与引当金繰入額 3,699

退職給付引当金繰入額 2,924

利息返還損失引当金繰入額 1,018

賃借料 45,170

減価償却費 15,354

その他 76,441

販売費及び一般管理費合計 201,271

営業利益 9,353

営業外収益  

受取利息 548

受取配当金 360

負ののれん償却額 395

持分法による投資利益 57

受取補償金 296

テナント内装工事負担金 244

その他 537

営業外収益合計 2,440

営業外費用  

支払利息 2,161

支払補償費 763

その他 572

営業外費用合計 3,497

経常利益 8,296

特別利益  

固定資産売却益 178

貸倒引当金戻入額 110

事業譲渡益 261

特別利益合計 550

特別損失  

固定資産処分損 706

減損損失 4,474

たな卸資産評価損 4,072

その他 147

特別損失合計 9,399

ユニー㈱（8270）　平成22年2月期　第2四半期決算短信

－9－



(単位：百万円)

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年２月21日 
 至 平成21年８月20日) 

税金等調整前四半期純損失（△） △552

法人税、住民税及び事業税 4,130

法人税等調整額 △3,380

法人税等合計 750

少数株主利益 1,335

四半期純損失（△） △2,637
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結

財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

該当事項はありません。 

  

当第2四半期連結累計期間(自 平成21年2月21日 至 平成21年8月20日) 

 
(注)１．事業区分の方法 

    事業の区分の方法は、グループ内の事業展開を基準として区分しております。 

  ２．各事業区分の主要な内容 

    ・総合小売業…………………衣料品、住居関連品、食料品等の小売業 

    ・コンビニエンスストア……フランチャイズシステムを主とするコンビニエンスストア事業 

    ・専門店………………………呉服、婦人服等の専門小売業                        

    ・金融…………………………クレジットの取扱業務・保険代理業・リース取引、ＡＴＭ運用 

                 業務の受託 

    ・その他………………………警備・清掃・保守業務、リフォーム・リペア事業、不動産事業  

                 等  

  ３．営業収益は、売上高及び営業収入の合計額であります。 

  ４．会計処理の方法の変更 

（たな卸資産の評価基準及び評価方法）  

 通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、一部の商品を除き売価還元法による原価法、呉服 

等については個別法による低価法及び主な生鮮食料品については最終仕入原価法による原価法を採用しており 

ましたが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成  

１８年７月５日公表分）が適用されたことに伴い、一部の商品を除き売価還元法による原価法（収益性の低下

による簿価切下げの方法）、呉服等については個別法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）

及び主な生鮮食料品については最終仕入原価法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）に変更

しております。  

 なお、この変更に伴い、従来と同一の会計基準によった場合に比べ、当第２四半期連結累計期間における営

業利益が総合小売業で２６６百万円、コンビニエンスストアで８０百万円減少し、専門店で２６百万円増加し

ております。  

（物流費に係る受託収入）   

 従来、取引先から収受する物流費のうち自社物流拠点を利用するものについては、営業収入の「手数料収入 

」としておりましたが、第１四半期連結会計期間より物流体制の見直しによる物流拠点の集約化を契機とし  

て、より明瞭な表示に資するため、取引先から収受する物流費のすべてについて、物流に係る費用（販売費及 

び一般管理費）から相殺することに変更しております。  

 なお、この変更に伴い、従来と同一の会計処理によった場合に比べ、当第２四半期連結累計期間における営

業収益及び営業費用が総合小売業で７６２百万円減少しておりますが、営業利益に与える影響はありません。 

  

該当事項はありません。 

(3）継続企業の前提に関する注記

(4) セグメント情報 

〔事業の種類別セグメント〕

総合 
小売業 
(百万円)

コンビニ
エンスス
トア 

(百万円)

専門店
(百万円)

金融
(百万円)

その他
(百万円)

計 
(百万円)

消去又は全
社 

(百万円)

連結
(百万円)

営業収益及び営業損益

 (1) 外部顧客に 
   対する営業収益

412,149 99,329 46,299 10,445 1,853 570,078 ― 570,078

 (2) セグメント間の内部 
   営業収益又は振替高

1,336 6 ― 1,669 8,027 11,039 △ 11,039 ―

計 413,486 99,336 46,299 12,115 9,880 581,117 △ 11,039 570,078

営業費用 414,420 90,780 46,258 10,719 9,575 571,753 △ 11,028 560,725

営業利益 △ 934 8,555 41 1,396 304 9,364 △ 10 9,353

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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 前四半期に係る財務諸表等 
  （要約）四半期連結損益計算書 
   前第２四半期連結累計期間（自 平成20年2月21日 至 平成20年8月20日） 

 
  

  

  

  

「参考」

科目
平成21年2月期第2四半期

金額（百万円）

Ⅰ 売上高 504,399

Ⅱ 売上原価 365,844

  売上総利益 138,555

Ⅲ 営業収入 87,212

  不動産賃貸収入 20,109

  手数料収入 67,103

  営業総利益 225,768

Ⅳ 販売費及び一般管理費 203,642

  営業利益 22,125

Ⅴ 営業外収益 2,341

Ⅵ 営業外費用 3,190

  経常利益 21,275

Ⅶ 特別利益 471

Ⅷ 特別損失 7,405

 税金等調整前四半期純利益 14,341

 法人税、住民税及び事業税 8,747

 法人税等調整額 △ 1,588

 少数株主利益 2,684

 四半期純利益 4,498
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平成２２年２月期 第２四半期 決算参考資料 

 
１． 連結決算  
 
①連結決算の業績                                         百万円 

 平成２２年２月期 
第２四半期連結累計 前 期 比 前 年 比 

営 業 収 益   ５７０，０７８ ▲ ２１，５３３  ９６．４％ 
営 業 総 利 益    ２１０，６２４ ▲ １５，１４３  ９３．３％ 

営 業 利 益  ９，３５３   ▲ １２，７７２   ４２．３％ 

経 常 利 益  ８，２９６   ▲ １２，９７９   ３９．０％ 

四半期純利益   ▲ ２，６３７     ▲ ７，１３６   ――  
※ 少数株主利益  １，３３５ 百万円（前期比 １，３４９百万円減、前年比 ４９.７％） 
※ 連結決算の営業収益は、平成２０年２月期中間より３期連続の減収です。 
※ 連結決算の営業利益は、平成２０年２月期中間以来の２期ぶりの減益です。 
※ 連結決算の経常利益は、平成２０年２月期中間以来の２期ぶりの減益です。 
※ 連結決算の四半期純利益は、平成２０年２月期中間以来の２期ぶりの減益です。 
※ 連結決算における営業収益の過去最高は、６１０，６０１百万円（平成１９年２月期中間） 
※ 連結決算における過去最高利益は、営業利益    ２６，１２０百万円（平成１５年２月期中間）。 

経常利益    ２４，７４５百万円（平成１５年２月期中間）。 
四半期純利益   ６，３８７百万円（平成１１年２月期中間）。 

  
 

②連結子会社の主な増減     
 
  ・除外：東名クラウン開発株式会社（ユニー株式会社との合併）  
 
 
 
 
 
③セグメント別の業績                                          百万円 
 営 業 収 益 前 年 比 営 業 利 益 前 年 比 

総 合 小 売 業 ４１３，４８６  ９９．１％  ▲ ９３４  ―― 
コンビニエンスストア ９９，３３６ ９３．１％ ８，５５５ ６７．０％ 

専 門 店  ４６，２９９  ８１．５％      ４１  ５２．４％ 
金 融 １２，１１５ ９８．０％ １，３９６ ６９．１％ 
そ の 他  ９，８８０ ９７．２％    ３０４ ４４．３％ 

計    ５８１，１１７  ９６．３％ ９，３６４ ４２．３％ 

消去又は全社 ▲ １１，０３９    ―― ▲ １０    ―― 

連 結 計   ５７０，０７８  ９６．４％ ９，３５３ ４２．３％ 
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④セグメント別の主な個別会社の情報 
                            百万円 

○総合小売業   ＜特勤者＝嘱託社員＋パートタイマー（換算）＋アルバイト（換算）＞ 
 ユ ニ ー ユニー香港 

営 業 収 益（前年比） 407,579(120.0)    6,084( 89.1) 
直 営 売 上 高（前年比） 388,710(120.5)  6,060( 89.0) 
営 業 利 益（前年比）  ▲ 1,135( ――) 231( 63.1) 
経 常 利 益（前年比）  ▲ 412( ――) 270( 66.5) 
四半期純利益（前年比）   1,667( 43.9) 239( 69.7) 

既存店伸長率 ９３．９％   ９９．６％ 

期 末 店 舗 数 ２３５店 １店 

期中開店店舗数  ２店 ―― 

期中閉店店舗数 ―― ―― 

設 備 投 資 額 ２０，８９３ １２ 

期中開店店舗の売場面積 20,305 ㎡ ―― 
期末売場面積 1,645,829 ㎡ 16,460 ㎡ 
期 末 社 員 数 ６，２１６人 ３２６人 

期中平均特勤者数 ２３，６８３人 ７５人 
※ ユニー香港の既存店伸長率は現地通貨ベース 
※ 設備投資は工事ベース・経費除く 
 
 
○コンビニエンスストア                     ○金 融  

 

 ｻｰｸﾙＫｻﾝｸｽ連結  Ｕ Ｃ Ｓ 

営 業 収 益（前年比） 101,986( 93.6) 営 業 収 益（前年比）  9,279( 95.7) 
直 営 売 上 高（前年比） 44,353( 89.1) 営 業 利 益（前年比）   616( 43.9) 
営 業 利 益（前年比）  9,590( 70.0) 経 常 利 益（前年比）   621( 44.1) 
経 常 利 益（前年比）   9,282( 68.3) 四半期純利益（前年比）   360( 43.0) 
四半期純利益（前年比）  3,297( 56.2) 

 

カード会員数（前年比） 349.8 万人(107.5) 
既存店伸長率  ９６．７％ 

期 末 店 舗 数（①＋②） ６，２６３店 

①本 体 ５，０１９店 

②エリアＦＣ他 １，２４４店 

設 備 投 資 額  １６，７７６  

期 末 社 員 数      １，９８８人 

期中平均特勤者数    ６７４人 
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○専門店                                                                      百万円 
 さが美連結 パレモ連結 鈴丹連結 モ リ エ 

営 業 収 益（前年比） 18,014( 72.8) 15,565( 92.8)  8,525( 85.7) 4,197( 95.6) 
直 営 売 上 高（前年比） 17,899( 72.7) 15,412( 92.8)  8,525( 85.7) 4,107( 95.7) 
営 業 利 益（前年比）  74( ――)   313( 97.8) ▲ 37( ――) ▲ 305( ――) 
経 常 利 益（前年比）  86( ――)   325( 94.4) ▲ 55( ――) ▲ 311( ――) 
四半期純利益（前年比） ▲ 57( ――) ▲ 370( ――) ▲ 242( ――) ▲ 619( ――) 

既存店伸長率     ９０．２％ ８８．４％ ８５．４％  ９１．２％ 

期 末 店 舗 数    ３８０店 ５９８店 ２９５店 １９１店 

期中開店店舗数   ６店  ８店  ７店  ２店 

期中閉店店舗数  ２６店 ２７店  １０店  ９店 

設 備 投 資 額    ８２   1２５   １０１   ４２ 

期中開店店舗の売場面積       648 ㎡  1,190 ㎡   885 ㎡   292 ㎡ 
期末売場面積     51,472 ㎡ 110,091 ㎡ 43,638 ㎡ 24,806 ㎡ 
期 末 社 員 数   ７６５人 １７３人 ２１７人 ２３人 

期中平均特勤者数   １，３３４人 ２，２７５人 １，０８２人 ７２３人 
 
 
⑤連結決算 有利子負債の内訳                              百万円 
 平成２２年２月期 

第２四半期連結 平成２１年２月期 平成２１年２月期 
第２四半期連結 

コマーシャルペーパー ６１，５００ ５７，０００ ６２，０００ 

短期借入金  １９，１８３ １９，１２８ ２７，１６５ 

長期借入金  ２４２，４２２ ２４０，０１６ ２２８，６２４ 

社 債 １５，０００ １５，０００ １５，０００ 

リ ー ス 債 務 ５，９８５ ――        ――  

合 計 ３４４，０９０ ３３１，１４４ ３３２，７８９ 

ＵＣＳ除外計 ２８０，３７２ ２６４，２５４ ２６２，３９９ 
 
 
⑥連結決算 販管費の主な項目                                                       百万円 
 平成２２年２月期 

第２四半期連結累計 
平成２１年２月期 
第２四半期連結累計 前 年 比 

人 件 費  ７７，３９９  ７８，５５１  ９８．５％ 

広 告 費 １３，７８７ １５，４４６  ８９．３％ 

賃 借 料  ４５，１７０  ４５，１８５ １００．０％ 

減価償却費  １５，３５４ １２，８３５ １１９．６％ 

の れ ん 償 却   ８１５   ８８６  ９２．０％ 

販 管 費 計 ２０１，２７１ ２０３，６４２  ９８．８％ 
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⑦営業外収益の主なもの                                                   百万円 
 平成２２年２月期 

第２四半期連結累計  
平成２１年２月期 
第２四半期連結累計  増  減 

受 取 利 息 ５４８ ５６０  ▲ １２ 

受 取 配 当 金 ３６０ ３６２  ▲ １ 

負ののれん償却額 ３９５ ――  ３９５ 

受取営業補償金   ２９６   ３６６  ▲ ６９ 

テナント内装工事負担金 ２４４ ――  ２４４ 

持分法による投資利益  ５７ １４１ ▲ ８４ 

営業外収益計 ２，４４０ ２，３４１ ９９ 
 
 
⑧営業外費用の主なもの                                                      百万円 
 平成２２年２月期 

第２四半期連結累計  
平成２１年２月期 
第２四半期連結累計  増  減 

支 払 利 息 ２，１６１ ２，０４４  １１７ 

支 払 補 償 費   ７６３   ７４１ ２２ 

営業外費用計 ３，４９７ ３，１９０ ３０６ 
 
  
 
⑨特別利益の主な項目                   百万円   ⑩特別損失の主な項目                   百万円 
 平成２２年２月期 

第２四半期連結累計 
 平成２２年２月期 

第２四半期連結累計 
固定資産売却益 １７８ 減 損 損 失  ４，４７４ 
貸倒引当金戻入額 １１０ 固定資産処分損    ７０６ 

事 業 譲 渡 益 ２６１ たな卸資産評価損  ４，０７２ 

特 別 利 益 計 ５５０ 

 

特 別 損 失 計  ９，３９９ 
 
 
 
⑪ユニー㈱及び主要子会社の総資産及び借入金                            百万円 
 

総 資 産 借 入 金 
及び社債 純資産 ユニーから 

 の借入金 
有価証券 
含み損益 

ユニー㈱ 
持株比率 

ユ ニ ー 607,536 266,630 184,077 ―― 3,899 ―― 
ユ ニ ー 香 港 4,968 ―― 3,385 ―― ―― 100.00 

サークルＫサンクス(連結) 238,773 ―― 132,311 ―― 886 48.65 
さが美(連結) 19,015 2,078 9,448 1,000 46 55.29 
パレモ(連結) 13,918 3,100 6,000 ―― ―― 63.40 
鈴 丹 (連結 ) 8,871 4,500 1,569 1,300 ―― 60.31 
モ リ エ 2,063 1,350 ▲ 740 1,350 ―― 99.50 
Ｕ Ｃ Ｓ 112,355 63,390 15,467 ―― 4 80.91 

※ ユニー㈱持株比率は間接所有も含む        
※ 子会社・関連会社への保証債務としては、㈱ユーライフに対し            １，８６７百万円 
                     ＵＩＦ(ＮＥＴＨＥＲＬＡＮＤＳ) B.V. に対し    １２７百万円 
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２．連結決算業績予想  
   
①連結決算の業績予想                                                      百万円 
 平成２２年２月期 前 期 比 前 年 比 

営 業 収 益 １，１５０，０００  ▲ ４０，２４８  ９６．６％ 

営 業 利 益 ２１，９００ ▲ １８，２５７  ５４．５％ 

経 常 利 益 １９，２００   ▲ １９，７４７   ４９．３％ 

当期純利益  ▲ １，０００   ▲ ６，３４４  ――   

※ 少数株主利益 ２，６６４百万円（前期比 １，８９５百万円減、前年比 ５８.４％） 
 
 
②連結ベースの設備投資及び減価償却                    億円 
 平成２２年２月期 

第２四半期連結累計 平成２２年２月期予想 

設 備 投 資       ３８７ ６０７ 

減 価 償 却    １５４ ３２１ 

※ 設備投資は工事ベース・経費除く 
 
 
③ユニー㈱ 及び主要連結子会社の業績予想                                                                 
○総合小売業                                              百万円 
 ユ ニ ー ユニー香港 

営 業 収 益（前年比） 832,900(108.4) 11,334( 88.3) 
営 業 利 益（前年比）  3,300( 25.3) 307( 65.3) 
経 常 利 益（前年比）  4,000( 27.0) 353( 63.0) 
当 期 純 利 益（前年比）  2,800( 10.5) 294( 61.8) 

既存店伸長率 ９４．２％    ９４．４％ 

期 末 店 舗 数 ２３４店 １店 

期中開店店舗数 ３店 ―― 

期中閉店店舗数 ２店 ―― 

設 備 投 資 額 ３０，６００  ８６ 

期中開店店舗の売場面積 21,275 ㎡ ―― 
期末売場面積 1,635,747 ㎡ 16,460 ㎡ 

期 末 社 員 数 ６，０６３人 ３２５人 

期中平均特勤者数 ２３，４２０人 ８２人 
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                                                                                    百万円 
○コンビニエンスストア                       ○金 融  
 

ｻｰｸﾙＫｻﾝｸｽ連結  
Ｕ  Ｃ  Ｓ 

営 業 収 益（前年比） 199,980( 93.7) 営 業 収 益（前年比） 18,500( 96.4) 

営 業 利 益（前年比） 16,290( 70.8) 営 業 利 益（前年比） 1,350( 55.8) 

経 常 利 益（前年比） 15,500( 68.7) 経 常 利 益（前年比） 1,350( 55.6) 

当 期 純 利 益（前年比）  6,200( 65.7) 当 期 純 利 益（前年比）     800( 55.6) 

既存店伸長率  ９６．１％ 

 

カード会員数（前年比） 364 万人(109.0) 

期 末 店 舗 数（①＋②）    ６，２８３店 

①本 体    ５，０２７店 

②エリアＦＣ他    １，２５６店 

設 備 投 資 額   ２８，２２０ 

期 末 社 員 数    １，９４４人 

期中平均特勤者数 ６９０人 

 
 
○専門店                                                             
 

さが美連結 パレモ連結 鈴丹連結 モ リ エ 

営 業 収 益（前年比） 36,100( 79.5) 29,900( 90.6) 17,300( 92.3) 8,673( 94.4) 

営 業 利 益（前年比）  280( 81.6)   340(155.9)  260(206.5) ▲ 152( ――) 

経 常 利 益（前年比） 250( 45.7)   380(122.3)   220(175.0) ▲ 157( ――) 

当 期 純 利 益（前年比） 40( 12.3)   ▲ 550( ――) ▲ 200( ――) ▲ 538( ――) 

既存店伸長率  ９１．０％ ９０．０％  ８９．１％ ９３．０％ 

期 末 店 舗 数   ３６０店 ５７６店 ２９８店 １８６店 

期中開店店舗数   ８店 １３店 ２０店  ２店 

期中閉店店舗数   ４８店 ５４店 ２０店 １４店 

設 備 投 資 額   １３５   ２００ ３９４    ４２ 

期中開店店舗の売場面積   815 ㎡  2,100 ㎡ 3,244 ㎡   292 ㎡ 

期末売場面積 48,645 ㎡ 107,820 ㎡ 44,032 ㎡ 24,516 ㎡ 

期 末 社 員 数   ７３６人 １６９人 ２０８人 ２２人 

期中平均特勤者数 １，２９８人 ２，２２０人 １，１１５人 ７０４人 
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３．ユニー単体決算  
 
①上半期の業績                                    百万円 
 平成２２年２月期 

第２四半期累計 前 期 比 前 年 比 

営 業 収 益 ４０７，５７９     ６７，８９９ １２０．０％ 

営 業 総 利 益  １０９，３７１  １２，１５９  １１２．５％ 

営 業 利 益  ▲ １，１３５ ▲ ６，８２９  ――  

経 常 利 益  ▲ ４１２ ▲ ７，３１７ ――   

四半期純利益   １，６６７ ▲ ２，１２８  ４３．９％ 

※ 営業収益は、平成１９年２月期中間以来の３期ぶりの増収です。 
※ 営業利益は、平成２１年２月期中間より２期連続の減益です。 
※ 経常利益は、平成１８年２月期中間以来の４期ぶりの減益です。 
※ 四半期純利益は、平成２０年２月期中間以来の２期ぶりの減益です。 
※ 個別決算における営業収益の過去最高は、４０７，５７９百万円（平成２２年２月期第２四半期累計）です。 
※ 個別決算における過去最高利益は、営業利益    ８，２０７百万円（平成元年２月期中間）。 

経常利益    ８，４７６百万円（平成３年２月期中間）。 
四半期純利益  ４，６２３百万円（平成３年２月期中間）。 

 
 
②上半期の新増設店舗及び閉店店舗  
 

店 名 所 在 地 
営業面積 

(直営面積)
開閉店日 

平成２１年 

２月期中間 

新 設 店 舗 

リーフウォーク稲沢 
(アピタ稲沢東店) 

ラザウォーク甲斐双葉 
(アピタ双葉店) 

愛知県稲沢市 
 
山梨県甲斐市 

50,088 ㎡ 
(12,000 ㎡) 
36,773 ㎡ 
(8,305 ㎡) 

 

2009.3.28 
 

2009.4.25 

 

閉 店 店 舗  
   ユニー黒川店 

※ 上半期期末店舗数は、前上半期期末に比べ７８店舗増の２３５店です。 
 
 
 
 
 
③設備投資額（工事ベース）                         億円 
 平成２２年２月期 

第２四半期累計 
平成２１年２月期 
第２四半期累計 増  減 

先 行 投 資    ８８    ３５   ５３ 

新 増 設 店   ９４   ５６   ３８ 

既存店活性化投資等    ２７    ２３     ４ 

合 計 ２０９ １１４  ９５ 

※ 支払ベースでは ２２０億円（前期は １６３億円）。 
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④有利子負債の内訳                                      百万円 
 平成２２年２月期 

第２四半期 平成２１年２月期 平成２１年２月期 
第２四半期 

コマーシャルペーパー ６１，５００   ５７，０００   ６２，０００   

短期借入金   ２，４５３   ３，８２７    ３，６５４   

長期借入金  １８７，６７７   １７８，９９３   １５５，６４４   

社 債 １５，０００   １５，０００   １５，０００   

合 計 ２６６，６３０   ２５４，８２０   ２３６，２９８   
※ 償還期限別社債残高  
・平成２２年４月２０日    ５，０００百万円（利率 2.13％） 
・平成２２年５月２８日    ５，０００百万円（利率 0.56％） 
・平成２２年９月３０日    ５，０００百万円（利率 1.26％） 

 
⑤財政状況                                                   百万円 
 平成２２年２月期 

第２四半期 
平成２１年２月期 

第２四半期 増  減 

総 資 産 ６０７，５３６ ５２３，６７６  ８３，８６０ 
純 資 産 １８４，０７７ １５３，９３８   ３０，１３９ 

自己資本比率    ３０．３％    ２９．４％    ０．９％ 

 
⑥配当金  
  中間配当金は、普通配当９円とさせていただきます。 
 
⑦売上伸長率  
○上半期                                                ％ 

平成２２年２月期 第２四半期累計   
３ 月 ４ 月 ５ 月 第１Ｑ ６ 月 ７ 月 ８ 月 第２Ｑ 上期計 

前年 

上期計 
衣 

料 

品 

既 設 店 

全 店 

87.4 
84.7 

86.2 
87.3 

89.7 
91.4 

87.7 
87.9 

86.7 
91.3 

85.6 
88.0 

83.6 
84.1 

85.4 
88.0 

86.5 
88.0 

92.7 
 91.1 

住 

関 

品 

既 設 店 

全 店 

94.7 
92.0 

89.7 
90.5 

92.7 
94.1 

92.2 
92.1 

90.6 
94.8 

94.8 
97.2 

96.6 
97.2 

93.9 
96.4 

93.1 
94.4 

 96.0 
 94.8 

食 

 

品 

既 設 店 

全 店 

99.0 
97.3 

95.9 
98.0 

96.6 
99.2 

97.1 
98.2 

95.3 
100.2 

96.1 
99.1 

93.8 
96.5 

95.0 
98.5 

96.0 
98.4 

99.5 
 99.4 

直 

 

営 

既 設 店 

全 店 

96.4 
94.3 

93.1 
94.8 

94.7 
97.0 

94.7 
95.4 

92.8 
97.6 

94.0 
96.9 

92.7 
94.8 

93.2 
96.4 

93.9 
95.9 

97.4 
 96.8 

※ 既設店の売上伸長率は、曜日調整をしているため閏年の影響はありません。しかし全店の売上伸長率は、  

曜日調整をしておりません。 

※ 前年割れ店舗（既設店ベース） ２１６店／２２６店 
 
＜タイプ別既設店伸長率＞       
・アピタタイプ       ９５.０％（前期上期計  97.7%） 
・ピアゴタイプ    ９２.１％（前期上期計  96.6%） 
・ユーホームタイプ    ９２.７％（前期上期計  97.3%） 
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⑧客数・客単価の状況（既設店） 
 平成２２年２月期 

第２四半期累計 
平成２１年２月期 
第２四半期累計 増  減 

買い上げ客数 ９９．４％ ９８．４％  １．０％ 

客 単 価  ９４．０％  ９９．６％ ▲ ５．６％ 

 
⑨荒利率   
 平成２２年２月期 

第２四半期累計 
平成２１年２月期 
第２四半期累計 増  減 

衣 料 品 ３５．９％ ３７．０％  ▲ １．１％ 

住 関 品 ２７．０％ ２８．０％ ▲ １．０％ 

食 品 １９．４％ ２０．１％ ▲ ０．７％ 

直 営 ２３．３％ ２４．９％ ▲ １．６％ 

 
⑩商品回転日数（期中平均在庫売価）            
 平成２２年２月期 

第２四半期累計 
平成２１年２月期 
第２四半期累計 増  減 

衣 料 品 ７４．３ ７０．１ ４．２ 

住 関 品 ７９．２ ７６．９  ２．３ 

食 品 ５．４ ４．８   ０．６ 

直 営 ２８．６ ３１．２ ▲ ２．６ 
※ 商品回転日数は、各月平均在庫売価で算出。 
 
⑪ロス率  
 平成２２年２月期 

第２四半期累計 
平成２１年２月期 
第２四半期累計 増  減 

衣 料 品 １９．３％ １７．１％  ２．２％ 

住 関 品 ６．４％ ６．２％  ０．２％ 

食 品 １．５％ １．３％  ０．２％ 

直 営 ５．２％ ５．３％ ▲ ０．１％ 

 
⑫販管費の主な項目                                 百万円 
  平成２２年２月期 

第２四半期累計 
平成２１年２月期 
第２四半期累計 増  減 

人 件 費 ５２，１２６ ４２，５７７ ９，５４９ 

広 告 費  ７，３１０  ６，５６１    ７４９ 

内 装 費   ５９８   １６０    ４３８ 

賃 借 料 １３，６５６ １１，３３１ ２，３２４ 

減価償却費   ９，２８７  ７，０５６ ２，２３０ 

販 管 費 計  １１０，５０７  ９１，５１８ １８，９８８ 
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⑬営業外損益の主な項目                                百万円 
 平成２２年２月期 

第２四半期累計 
平成２１年２月期 
第２四半期累計 増  減 

 
 
 

受 取 利 息 
受 取 配 当 金 
支 払 利 息 

２６６ 
１，５２６ 

▲ １，４９６ 

１９６ 
１，９４７ 

▲ １，３５５ 

６９ 
▲ ４２０ 
▲ １４１ 

金 融 収 支 ２９５ ７８８ ▲ ４９２ 

長期貸倒引当金繰入 ▲ ２７０ ―― ▲ ２７０ 

負ののれん償却額 ３９１ ―― ３９１ 

そ の 他  ３０５  ４２２ ▲ １１７ 

営業外損益計   ７２３ １，２１１ ▲ ４８８ 
 
 
⑭特別利益の主なもの                 百万円         
 平成２２年２月期 

第２四半期累計 
固定資産売却益   １２１ 

抱合せ株式消滅差益 ４，１２７ 

特 別 利 益 計    ４，２４８ 
 
 
⑮特別損失の主なもの               百万円 
 平成２２年２月期 

第２四半期累計 
減 損 損 失    １，００７ 

固定資産処分損   ４０５ 

たな卸資産評価損   ３，１９２ 

特 別 損 失 計 ４，６５８ 
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４．通期（平成２２年２月期）の業績予想 
 
①平成２２年２月期の業績予想                      百万円 
 

平成２２年２月期 前 期 比 前 年 比 

営 業 収 益 ８３２，９００  ６４，７００   １０８．４％ 

営 業 総 利 益 ２２４，１６０   ５，９６１  １０２．７％ 

営 業 利 益  ３，３００  ▲ ９，７２５   ２５．３％ 

経 常 利 益  ４，０００  ▲ １０，７９２   ２７．０％ 

当期純利益   ２，８００  ▲ ２３，８７８   １０．５％ 

※ 下半期の既設店伸長率は９４．５％（前期下半期は９６．８％）を見込んでいます。 
※ 通期の既設店伸長率は、９４．２％（前期は９７．１％）を見込んでいます。 
※ 下半期の荒利率は２３．５％（前期下半期は２４．５％）を見込んでいます。 
※ 通期の荒利率は２３．４％（前期は２４．７％）を見込んでいます。 
※ 期末の従業員予想 ３４，６３０人 
 

 

②平成２２年２月期（３９期）業績予想の主な項目                            百万円 
 平成２２年２月期予想 平成２１年２月期実績 前年比 

既設店伸長率 ９４．２％ ９７．１％ ▲ ２．９％ 

営 業 収 益 ８３２，９００ ７６８，１９９  １０８．４％ 

直営売上高  ７９４，８００ ７３０，０８１ １０８．９％ 

荒利率（％） ２３．４％ ２４．７％ ▲ １．３％ 

営業総利益  ２２４，１６０ ２１８，１９８ １０２．７％ 

人 件 費 １０３，８６０ ９４，４５６ １１０．０％ 

広 告 費 １４，８５０ １４，２８４ １０４．０％ 

内 装 費   ９２０     ８７１ １０５．６％ 

賃 借 料 ２７，３２０ ２５，９６７ １０５．２％ 

減価償却費  １９，０９０ １６，１７０ １１８．１％ 

 
 
 
 
 
 

そ の 他 ５４，８２０ ５３，４２２ １０２．６％ 

営 業 費 計 ２２０，８６０ ２０５，１７２ １０７．６％ 

営 業 利 益  ３，３００ １３，０２５  ２５．３％ 

金 融 収 支 ――  ５１８ ――  

そ の 他   ７００ １，２４７  ５６．１％ 

経 常 利 益  ４，０００ １４，７９２  ２７．０％ 

特 別 利 益 ４，３００ ２２，８４６ １８．８％ 

特 別 損 失 ７，３００ ７，９１１ ９２．３％ 

税 前 利 益  １，０００ ２９，７２７ ３．４％ 

当期純利益   ２，８００ ２６，６７８   １０．５％ 
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③下半期 開閉店予定店舗 
             

店    名 所 在 地 
営業面積 

(直営面積) 
開閉店日 平成２０年下半期 

新 設 店 舗 

ピアゴ ラ フーズコア 
黒川店 

名古屋市北区 990 ㎡ 
( 970 ㎡) 

2010. 2 月 
 

ラスパ御嵩 
(アピタ御嵩店)

エアポートウォーク名古屋 
(アピタ名古屋空港店)

ピアゴ 一里山店  
ピアゴ ラ フーズコア柴田店 

ﾃﾅﾝﾄ増床店舗 
 

 
 

 
プレ葉ウォーク浜北 

(アピタ浜北店)

閉 店 店 舗 ピアゴ長後店 
ピアゴ大曽根店 

神奈川県藤沢市 
名古屋市東区 

(3,045 ㎡) 
(8,007 ㎡) 

2010.1.17 
2010.2.14 

 

※ 平成２２年２月期期末店舗数は、前期末に比べ１店舗増の２３４店舗の予定です。 
 

 

 
④設備投資計画（工事ベース）                                                   億円 
 平成２２年２月期予想 平成２１年２月期実績 増  減 

先 行 投 資 １５１   ８２    ６９  

新 増 設 店 １０２  ２０４  ▲ １０２  

既存店活性化投資等 ５３  ４７   ６  

計 ３０６  ３３３  ▲ ２７  
※ 支払ベースでは３６０億円（前期は ３４０億円）。  
 
⑤資金計画の概要                                                     億円 

 平成２２年 
２月期予想 

平成２１年 
２月期実績 

支払ベース設備投資 １  ３６０  ３４０  

 その他投融資 ２   ――   １０９  
合     計 ３ 1+2  ３６０  ４４９  
当期純利益  ４   ２８  ２６７  
配 当 金 ５  ▲ ３６   ▲ ３４  
減 価 償 却 ６  １９１  １６２  

退職給付引当金等 ７  ▲ １  ▲ ２５  
除却・売却・減損（簿価分） ８  ３８    ７０  

税 金 調 整 ９  ▲ １９   １１  

 

そ の 他 10  ▲ １７  ▲ ２３０  
計 11 4+5+6+7+8+9+10 １８４  ２２１  

預 り 保 証 金 12  ――   ４４  
長 期 借 入 金 13   １２９   １８８  

社 債 14  ――  ――  

 

差入保証金戻り等 15  ４１     ４４  
合     計 16 11+12+13+14+15 ３５４  ４９７  

過  不  足 17 16－3   ▲ ６    ４８  
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５．平成２３年２月期について  
  
①開閉店予定店舗 （平成２１年１０月現在）  

 
店    名 所 在 地 開閉店日 

営業面積 

(直営面積) 

新 設 店 舗 

ピオニウォーク東松山(仮称) 

 

ピアゴ中田店(仮称) 

 

ヒルズウォーク徳重(仮称) 

埼玉県東松山市 

 

静岡市駿河区 

 

名古屋市緑区 

2010年上期 

 
2010年上期 

 
2010年下期 

48,130㎡

(9,420㎡)

920㎡

(890㎡)

25,550㎡

(1,900㎡)

閉 店 店 舗 ピアゴ可児店 岐阜県可児市 2010年上期 (7,177㎡)

 

 
②資金計画の概要                                               億円 

 平成２３年 

２月期計画 

支払ベース設備投資 1  ２１６ 

内 部 留 保 2  ２１５ 
預り保証金  3   ４ 

長期借入金  4  １５０ 
社 債 5    ▲ １５０ 

差入保証金戻り等 6  ４２ 

 

合     計 7 1＋2＋3＋4＋5＋6 ２６１ 

過  不  足 8 7－1 ４５ 
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６．その他参考資料  
 
①期末店舗数及び売場面積   
 平成２２年２月期 

第２四半期 
平成２１年２月期 

第２四半期 増  減 前年比 

店 舗 数 
店 舗 面 積 

２３５店 
１，６４５，８２９㎡ 

１５７店 
１，２９７，６０９㎡ 

７８店  
３４８，２２０㎡ 

――   
１２６．８％ 

 
②期末従業員数  
 人     数 構 成 比 平 均 年 齢 平均勤続年数 
 本 年 前 年 本 年 前 年 本 年 前 年 本 年 前 年 

社 
 
員 

男 子 
女 子 

計 

５，００４ 
１，２１２ 
６，２１６ 

4,113 
1,202 
5,315 

１４．４％ 
３．５％ 

１７．９％ 

15.1% 
4.4% 

19.5% 

４１．７ 
３７．９ 
４１．０ 

43.0 
37.8 
41.9 

１８．９ 
１６．８ 
１８．５ 

20.4 
16.7 
19.5 

特 勤 者 ２８，４２８ 21,902 ８２．１％ 80.5% 
合 計 ３４，６４４ 27,217 １００．０％ 100.0% 

 

※ 特勤者は、嘱託社員＋パートナー社員＋パートタイマー＋キャリア社員の実人員。 
 
③売場面積当り売上高・一人当り売上高の状況（期末売場面積・期末従業員数基準）           千円 
 平成２２年２月期 

第２四半期累計 
平成２１年２月期 
第２四半期累計 増  減 

売場面積１㎡当り売上高 ２３５ ２４７ ▲ １２ 

一人当り売上高 社員 
特勤者含む 

  ６２，３１４ 
１１，１８１ 

６０，３９５ 
１１，７９４ 

  １，９１９ 
  ▲ ６１３ 

 
④タイプ別店舗数及び売上高                                                               百万円 

平成２２年２月期 
第２四半期累計 

平成２１年２月期 
第２四半期累計  

 

店舗数 売上高 構成比 店舗数 売上高 構成比 
前年比 既設 

前年比 

ア ピ タ ９８ 247,982 64.0% ８５ 229,725 71.6% 107.9% 95.0% 

ピ ア ゴ １２８ 133,016 34.3% ６３ 84,415 26.3% 157.6% 92.1% 

ユーホーム  ９  6,342 1.7%  ９  6,860 2.1% 92.5% 92.7% 

合 計 ２３５ 387,341 100.0% １５７ 321,001 100.0% 120.7% 93.9% 
 
⑤地域別店舗数及び売上高                                                               百万円 

平成２２年２月期 
第２四半期累計  

平成２１年２月期 
第２四半期累計  

 

店舗数 売上高 構成比 店舗数 売上高 構成比 
前年比 既設 

前年比  

関東エリア ３５  64,759 16.7% ３５  68,824 21.3%  94.1% 94.5% 
山静エリア ２６ 39,761 10.2% １４ 29,845  9.3% 133.2% 90.6% 
中京エリア １５６ 258,723 66.6% ８９ 196,098 60.8% 131.9% 94.2% 
北陸エリア １８ 25,281 6.5% １９ 27,631 8.6% 91.5% 94.6% 
※ 合   計 ２３５ 388,701 100.0% １５７ 322,645 100.0% 120.5% 93.9% 

※ 合計には、本社他の売上高が含まれています。    
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⑥商品別売上高                                                                    百万円 
平成２２年２月期 
第２四半期累計 

平成２１年２月期 
第２四半期累計 

平成２１年２月期         

  
売上高 構成比 売上高 構成比

前  年 

同 期 

対  比 売上高 構成比

   ％  ％ ％  ％ 
 婦人衣料 17,513 4.5 17,133 5.3 102.2 34,998 4.8 

商 子供衣料  8,949 2.3 9,736 3.0 91.9 20,534 2.8 

 紳士衣料 10,259 2.6 10,242 3.2 100.2 22,084 3.0 

品 洋品雑貨 10,547 2.7 10,218 3.2 103.2 20,965 2.9 

 肌着類 14,913 3.9 14,270 4.4 104.5 31,526 4.3 

別 衣料品小計 62,182 16.0 61,600 19.1 100.9 130,109 17.8 

 住居関連品 13,743 3.5 14,902 4.6 92.2 35,570 4.8 

売 日用雑貨 49,042 12.6 46,039 14.3 106.5 97,023 13.3 

 住関品小計 62,786 16.1 60,941 18.9 103.0 132,593 18.1 

上 生鮮食品 150,608 38.8 114,702 35.5 131.3 264,735 36.3 

 加工食品 107,019 27.5  80,030 24.8 133.7 190,701 26.1 

高 食料品小計 257,627 66.3 194,732 60.3 132.3 455,437 62.4 

 商品供給高 176 0.1 253 0.1 69.8 487 0.1 

 その他 5,936 1.5 5,119 1.6 116.0 11,453 1.6 

 計 388,710 100.0 322,647 100.0 120.5 730,081 100.0 
 

ユニー㈱（8270）　平成22年2月期　第2四半期決算短信

－27－




